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指導改善のポイント 

【中学校１年生 理科】 

全体的な傾向の分析・考察＜６年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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 内容別の平均正答率は，「植物のつくりとはたらき」「大地のつくりと変化」「水溶液の性質」の三つの内容で

目標値を下回っている。特に「大地のつくりと変化」は9.8ポイントと大きく下回っている。これらの内容以外

の正答率は目標値を上回り，特に「生物と環境」の全ての設問において目標値を上回っている。 

問題別に見ると，「植物のつくりとはたらき」の５（２）の問題で目標値（50％）に対し，正答率が 28.7％，

「大地のつくりと変化」の９（１）の問題で目標値（50％）に対し，正答率が28.9％と大きく下回っていること

から，改善のための手だてが求められる。植物の「蒸散」に関わる内容は，平成 21 年度に付加されており，昨

年度も正答率が低かった問題である。ここでは，3学年から6学年までの植物の学習内容を，つくりと働きの視

点から総合的に関係付けたり意味付けたりして捉えさせていく必要がある。地層の問題９（１）では，泥と砂が

水に流され，どのような順で積もるかについて，泥が先に沈むと考える答えを選んだ誤答率が，57.5％に及んで

いる。正確な理解につながる授業プランの構築，より良い実験の導入などを推し進める必要がある。 

   

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

５ （２） 生命・地球 
植物がとり入れた水のゆくえを調べる実験，葉がついたものと葉をと

ったものを比較し理由を説明できる。 

問題５ よく晴れた日に，次の図のように，葉のついたホウセンカ（ア）と葉を全部とったホウセンカ（イ）の

それぞれにポリエチレンのふくろをかぶせ，15分後にふくろの内側のようすをしらべました。あとの問いに答

えなさい。 

（２）この実験で，葉がついたホウセンカと葉を全部とったホウセンカを比べるのはなぜですか。簡単に書きな

さい。 

正答（正答率28.7％） 誤答（誤答率64.2％，無解答率 7.1％） 

（例）葉から水が出ていることを調

べるため。 

 

 

２ 指導改善に向けて 

 この設問は，対照実験により，植物が取り入れた水が葉から蒸散されていることを説明するものである。根か

ら取り入れられた水のゆくえを調べる実験において，着葉状態の茎と葉を取り除いた茎のそれぞれにポリエチレ

ンの袋をかぶせ，植物の葉から水蒸気が出ていることを比較させる実験である。ここで調べるのは「葉から水蒸

気がでているかどうか」で，実験条件のうち何を揃えて，何を変えて実験すれば問題解決になるかを明確にする

必要がある。そのためには，仮説の設定から実験計画の立案など，5 学年で重点的に育成する問題解決能力であ

る「条件を制御して調べること」を意識した学習展開の工夫が必要である。 
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３ 改善事例 

 「 植物の養分と水の通り道（根から吸い上げられた水は主に葉から蒸散していることを理解する。）」 

１ 指導のねらい 

  植物の根から吸収された水が通る場所を，根，茎，葉，の中に確認し，その水が主に葉から水蒸気となって

出ていくことを理解する。 

２ 具体例（活動や指導） 

  根から取り入れた水のゆくえを調べよう。 

① 茎の表面，葉の表皮を調べ，気孔の存在を知る。（スンプ法を用いて，茎，葉の表面（裏面）に工作用

接着剤を塗り，乾いた後はがして顕微鏡で観察する。） 

② 葉の気孔から水が出ているかどうかを調べる方法を考えさせる。 

（茎だけのものも用意する意味を考えさえる。） 

③ 葉をポリエチレンの袋でおおい，主に葉から水が出ていることを調べる。 

 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

９ （１） 生命・地球 砂と泥の，水中での沈み方の違いがわかる。 

問題9 地層を調べる実験や観察について，あとの問いに答えなさい。 

〔実験〕図1のように，砂と泥が混ざった土を水で2回水槽に流し込んで地層のでき方を調べる実験を行った。 

（1）2回目に流し込んだ土が沈みきったときのようすとして正しいものを，次の1～4から選んで，その番号を

書きなさい。 

    １          ２          ３          ４ 

 

  

 

 

 

 

正答（正答率28.9％） 誤答（誤答率70.9％，無解答率0.2％） 

２   １（13.4％） ３（25.5％） ４（32.0％） 

２ 指導改善に向けて 

 この設問は，水の働きによって地層ができるとき，砂や泥の積み重なる順序が正しく理解されているかどうか

を問う問題である。誤答率から，砂よりも泥が先に沈むと誤って理解している生徒が多いことが推察される。水

の中で砂と泥がどのように沈むかを児童に予想や仮説をもたせ，それに基づいた実験の計画や方法を考えさせ見

通しをもって実験を行う必要がある。併せて，砂や泥の粒子の大きさや重さなどの違いを理解させるために，ル

ーペや双眼実態顕微鏡を用いた観察も取り入れたい。 

３ 改善事例 

 「大地のつくりと変化 」 

１ 指導のねらい 

水槽に砂や泥を含む土を流し込む実験を行い，水の働きでどのように地層ができるかを調べることができる

とともに，層の重なり方を理解することができる。 

２ 具体例（活動や指導） 

  水の働きでどのように地層ができるかを調べよう。 

① 砂と泥に触れ，ルーペなどでその様子を観察し，違いをまとめる。 

② 水槽に，砂と泥が混ざった土を数回流し込み地層のでき方を調べる。細長い筒状の水槽を用いることで

砂と泥の沈む速度の違いを確認することができるため，実験器具の改善が重要となる。 

③ 傘袋に水を入れ，砂と泥が混ざった土を流し込み沈む様子を観察し，粒の大きい物から沈んでいくこと

を理解する。 

 


